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東
京
都
道
路
整
備
保
全
公
社
は
、
都
政
、
あ
る
い
は
、
東
京
都
の
建
設
行
政
の
一
端

を
担
う
重
要
な
役
割
が
あ
り
ま
す
。
都
庁
の
職
員
と
し
て
36
年
間
勤
め
て
ま
い
り
ま

し
た
経
験
を
活
か
し
、
新
理
事
長
と
し
て
、
公
社
の
良
さ
を
前
面
に
押
し
出
し
、
公

社
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
、
公
社
に
し
か
で
き
な
い
こ
と
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
特
に
、
道
路
行
政
の
推
進
へ
の
貢
献
、
駐
車
場
事
業
を
中
心
と
し
た
渋
滞

対
策
な
ど
、
し
っ
か
り
寄
与
で
き
る
よ
う
仕
事
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

東
京
首
都
圏
は
日
本
の
社
会
経
済
の
中
心
と
し
て
重
要
な
位
置
に
あ
り
ま
す
。
そ

れ
を
支
え
て
い
る
の
は
車
社
会
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
一
方
で
、

CO2
を
は
じ
め
と
す
る
環
境
問
題
が
深
刻
化
し
て
い
る
こ
と
も
確
か
で
す
。
イ
ン
フ
ラ
側

の
一
番
大
き
な
問
題
と
し
て
車
の
渋
滞
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
原
因
は
い
ろ
い
ろ
あ
り

ま
す
が
、
一
つ
は
長
距
離
、
中
距
離
、
短
距
離
と
そ
れ
ぞ
れ
の
道
路
が
本
来
持
っ
て
い

る
機
能
の
役
割
分
担
が
で
き
る
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い

と
い
う
こ
と
。
も
う
一
つ
は
違
法
駐
車
。
と
く
に
交
差
点
近
く
で
の
違
法
駐
車
は
、
交

通
渋
滞
の
最
た
る
も
の
で
す
。

現
在
、
都
内
の
全
面
積
の
う
ち
、
道
路
が
占
め
る
割
合
は
約
2
割
で
す
。
こ
の
2
割

を
占
め
る
公
共
空
間
が
、
都
市
の
景
観
を
形
成
す
る
大
き
な
要
素
で
あ
る
こ
と
は
間

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
今
、
道
路
は
量
と
と
も
に
質
が
問
わ
れ
て
い
る
の
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
は
、
景
観
や
緑
化
、
誰
も
が
使
い
や
す
い
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
な
の

だ
と
思
い
ま
す
。

世
界
で
よ
い
街
と
言
わ
れ
て
い
る
街
は
、
ど
こ
を
見
て
も
道
路
空
間
が
整
備
さ
れ
て

い
ま
す
。
パ
リ
の
シ
ャ
ン
ゼ
リ
ゼ
通
り
な
ど
も
よ
い
道
路
空
間
が
あ
り
、
沿
道
の
建
物

の
フ
ァ
サ
ー
ド
や
高
さ
が
統
一
さ
れ
て
い
ま
す
。
東
京
も
表
参
道
や
絵
画
館
前
を
は
じ

め
よ
い
通
り
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
都
市
の
景
観
形
成
を
し
て
い
く
上

で
、
公
社
が
進
め
て
い
る
電
線
類
地
中
化
、
ま
た
は
、
駐
車
対
策
の
一
つ
で
あ
る
自
動

二
輪
車
駐
車
場
な
ど
の
整
備
も
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
に
な
っ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
こ
の
広
報
誌
「T

R
-m
ag
.

」
で
は
、
私
ど
も
公
社
が
取
り
組
ん
で
い
る
事
業

を
広
く
知
っ
て
い
た
だ
き
、
多
く
の
皆
様
に
「
T
R
」の
愛
称
で
呼
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
に
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

公社の取り組みを広く知っていただき、

都民の皆様に「TR」の愛称で

呼んでいただけるように

がんばっていきたいと考えております。

財団法人東京都道路整備保全公社

理事長 依田俊治

理事長就任に寄せて
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千川通りは豊島区南長崎と練馬区上石神井1丁目を結ぶ都道439号線の通称です。
平成19年8月１日に独立60周年を迎えた練馬区では、その記念事業の一環として
「練馬区の素敵な風景」を募集しました。千川通りのプラタナスの並木（練馬区南田
中1丁目付近）は、473点の応募の中から「千川通りのスズカケ」として「練馬区の素
敵な風景100選」に選ばれています。

2

千川通り沿いを優しく彩るプラタナスの並木。
大きく育った街路樹の葉影が印象的です。

旧早稲田通りの八成橋交差点から富士見台駅に向かう千川通りには、

約400メートルにわたってプラタナス（すずかけ）の並木が続いています。

今では暗渠となっている千川通りは、

江戸時代に玉川上水から分水した千川上水が通っていたところで、

浅草方面への飲み水を送っていました。

プラタナスの並木が続くこのあたりはその中流にあたり、

八成橋、三兵橋、中村橋など、千川上水を渡る橋の名前が、往時の名残をとどめています。
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s-parkのリニューアル！Mys-park登場！

13 道物語・東京の原風景を訪ねて③

銀座通り（中央通り・国道15号線）

15 渡辺祥子のシネマの中の東京⑧

『浅草』

17 Information & News
カーシェアリング拠点の拡大
10周年！錦糸町パークタワー
「みんなのやさしいみちづくり活動」に対し助成します
緑化等環境に配慮した駐車場整備を支援します　他

21 クロスワードパズル③

クロスワードパズルでリフレッシュ！

22 Random Review

東京に来てから15回くらい引越
したでしょうか。美術大学に通っ
ている頃住んでいたのが「国立」。
大学生活半ばで、劇団四季の研
究生になったことで生活が一変し
ました。学業と演劇の研究所とバ
イトの毎日－－本格的に芝居にの
めり込んで、とうとう大学を3年で
中退しました。東京の街とともに、
私の人生が劇的に変っていった
時代です。

鹿児島県出身。武蔵野美術大学に学び、

劇団四季を経て、NHK朝の連続テレビ小

説『ロマンス』主演でテレビデビュー。映

画・テレビ・舞台で俳優として活躍する一

方、アジアを中心に世界各地の絵を描き

続ける。画集等著書は『ロケ地の情景 日

本の世界遺産をめぐって』『いい加減なス

ケッチのすすめ』『東京讃歌』他19冊。

公式HP http://www.officetaka.co.jp

TR／ティーアールは、東京都道路整備保全公社の事業を表すブランドネームです。
この冊子は、東京都道路整備保全公社の駐車場事業収益等をもとに制作しています。

表紙・榎木孝明の世界

C o n t e n t s

（スケッチ場所／国立）
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練
馬
大
根
ブ
ラ
ン
ド
が

練
馬
を
全
国
区
に
し
た
?!

練
馬
と
い
え
ば〈
大
根
〉、
大
根
と
い
え
ば

〈
練
馬
〉と
、
誰
も
が
す
ぐ
に
答
え
る
ほ
ど
有

名
な
練
馬
大
根
。

こ
の
練
馬
大
根
が
栽
培
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
江
戸
時
代
の
こ
と
。
誕
生
の
真
偽

は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
江
戸
時
代
の

練
馬
は
近
郊
農
村
と
い
う
立
地
か
ら
、
江
戸

の
台
所
と
し
て
ダ
イ
コ
ン
、
ゴ
ボ
ウ
、
イ
モ
な
ど

の
野
菜
類
を
供
給
し
て
発
展
し
ま
し
た
。

そ
し
て
こ
の
練
馬
を
全
国
区
に
し
た
の
が
、

「
大
根
は
練
馬
に
限
る
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
に

練
馬
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
し
た
大
根
だ
っ
た
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
よ
う
で
す
。

現
在
の
高
松
界
隈（
田
柄
、
光
が
丘
、
春
日

町
、
向
山
、
貫
井
）は
、
江
戸
の
頃
は
上
練
馬

村
と
呼
ば
れ
て
い
た
地
域
で
、
練
馬
大
根
誕

生
の
逸
話
が
残
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ

り
ま
す
。

Walk
Nerimaku

In練馬区高松界隈
練馬区には、今も都心とは思えない緑がたくさん残されています。駐車場を利用して、
のんびりと練馬を探索しながら、緑を満喫しましょう！

大根の誕生には諸説あり
ますが、その中でもっと
も有力なのが、徳川5代将

軍綱吉が館林藩主だった頃に、尾張から大
根の種を取り寄せ、上練馬村に住んでいた
又六というお百姓さんに作らせたという
説。もうひとつは、脚気を患って下練馬に
御殿を建てて療養していた綱吉が、退屈し
のぎに尾張から大根の種を取り寄せ近所に
住む大木金兵衛というお百姓さんに作らせ
たという説。どちらも上練馬あるいは下練
馬を誕生の地としています。

練馬大根は
いつどこで
作られたの？

早
朝
に
響
き
渡
る
セ
リ
人
の
声
が

市
場
の
活
気
に
拍
車
を
か
け
る

江
戸
の
台
所
と
し
て
発
展
し
た
練
馬
は
、

東
京
と
な
っ
た
今
も
健
在
。
そ
れ
を
支
え
て

い
る
の
が「
べ
じ
ふ
る
セ
ン
タ
ー
練
馬
」の
愛
称

で
呼
ば
れ
て
い
る
「
東
京
都
練
馬
青
果
地
方

卸
売
市
場
」。

目
白
通
り
の
谷
原
一
丁
目
か
ら
目
白
通
り

に
沿
っ
て
、
ブ
ル
ー
と
ラ
イ
ト
グ
レ
ー
の
ス
ト

ラ
イ
プ
の
建
物
・
べ
じ
ふ
る
セ
ン
タ
ー
練
馬
が

あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
は
日
本
各
地
か
ら
四
季

折
々
の
青
果
が
集
ま
り
、
ス
ー
パ
ー
や
八
百
屋

さ
ん
に
送
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

市
場
の
朝
は
早
く
、
午
前
5
時
過
ぎ
に
は
、

各
産
地
か
ら
冷
蔵
ト
ラ
ッ
ク
や
、
量
販
店
の

バ
イ
ヤ
ー
、
地
元
の
青
果
業
者
な
ど
が
続
々

と
集
ま
り
、
市
場
が
最
も
活
気
づ
く
時
間
と

な
り
ま
す
。

練馬大根は冬大根って
知ってました？

これは青くび大根。?What's
Nerimadaikon
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東京都道路整備保全公社の

「練馬中央陸橋ユニバーサル

デザイン駐車場」は、「駐車場

ユニバーサルデザインガイド

ライン」に基づいて作られた第

1号のモデル駐車場です。

この駐車場で配慮した点は

大きく3つあります。ひとつは、

これまで幅が2.5ｍだったも

のを2.7ｍにしたこと、ふたつ

めは、車イスのまま料金収受ができるような高さや奥行

きにしたこと、そして雨にぬれないで乗り降りできるよ

うしたこと。高齢者や障害者はもとより女性などが利用

しやすい、今までにない配慮を加えた駐車場です。この

駐車場は、都市部における駐車場のモデルとなるもの

だと思っています。

環境問題が叫ばれる中で「車に乗らない、駐車場は作

らない」という声もありますが、駐車場は不要なのでは

なく、どこに作るのかという戦略的なことが重要なのだ

と思います。

今、欠けているのは、公共交通と駐車場とを上手に組

み合わせるということだと思います。東京都道路整備保

全公社の役割は、都市戦略の中で駐車場をどう位置づけ

ていくのか、その中にパークアンドライドも組み込まれ

ていけば、環境に対しても大きく貢献していけるのでは

ないかと思います。

秋山哲男氏
首都大学東京教授。ユニバーサルデザインガ
イドラインを作成するために設置された「ガイ
ドライン策定委員会」の委員長を務めている。

ユニバーサルデザイン（UD）は、都市部における駐車場のモデル

所在地／練馬区高松二丁目6番先

（環状8号線練馬中央陸橋高架下）

収容台数／時間制（自動車）17台

定期制（自動車）27台

駐車料金：時間制（自動車）8時～22時／20分100円

22時～8時／60分100円

定期制（自動車）1カ月料金

①16,800円（税込）車室幅2.5m

②17,850円（税込）車室幅2.75m

③18,900円（税込）車室幅3m

駐車場に関する問い合わせ
西部営業所　電話／03-5287-5151

※掲載データは2007年7月20日現在のものです。

の
信
号
を
過
ぎ
る
と
豊
島
園
の
西
端
に
出
ま

す
。
そ
の
左
手
に
あ
る
の
が
、
校
内
に「
尾
崎

遺
跡
資
料
展
示
室
」
を
併
設
し
て
い
る
春
日

小
学
校
。
小
学
校
の
第
二
校
庭
は
区
内
で
初

め
て
の「
自
然
芝
の
校
庭
」で
、
緑
の
じ
ゅ
う
た

ん
の
よ
う
で
す
。
な
ぜ
小
学
校
に
尾
崎
遺
跡

資
料
展
示
室
が
あ
る
の
か
?
そ
れ
は
、
学
校

建
設
の
調
査
の
と
き
に
旧
石
器(

紀
元
前
約
１

万
年
ご
ろ)

か
ら
江
戸
時
代
ま
で
の
遺
跡
が
発

見
さ
れ
た
か
ら
で
す
。
こ
の
遺
跡
は
練
馬
の
歴

史
を
知
る
上
で
と
て
も
貴
重
な
も
の
と
し
て
、

昭
和
58
年（
1
9
8
3
）に
東
京
都
の
史
跡
に

指
定
さ
れ
ま
し
た
。
小
学
校
に
申
し
込
め
ば
、

誰
で
も
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

春
日
小
学
校
か
ら
春
日
町
五
の
信
号
を
過

ぎ
る
と
、
ま
も
な
く
大
江
戸
線
の
練
馬
春
日

駅
。
こ
の
近
く
に
あ
る
愛
染
院
の
参
道
入
り

口
に
は
練
馬
大
根
碑
と
練
馬
大
根
の
品
種
改

良
と
栽
培
、
加
工
技
術
に
力
を
注
い
だ
鹿
島

安
太
郎
翁
顕
彰
碑
が
あ
り
ま
す
。
境
内
に
あ

る
梵
鐘
は
元
禄
14
年(

1
7
0
1)

に
木
村
将

監
安
継
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
と
い
う
区
内
で

は
古
い
梵
鐘
で
す
。
こ
の
土
台
は
な
ん
と
漬

物
石
だ
っ
た
と
か
!?

愛
染
院
は
恋
愛
、縁
結
び
、子
宝
、家
庭
円

満
な
ど
を
司
る
愛
染
明
王
を
祀
っ
て
あ
り
、そ

の
他
に
も
色
々
な
ご
利
益
も
あ
る
の
だ
そ
う

で
す
。

◆

都
内
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
の
緑
と
畑
が
残
さ
れ

て
い
る
練
馬
区
高
松
に
は
、
身
近
な
自
然
と
の
出

会
い
と
小
さ
な
発
見
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

練
馬
の
尾
崎
遺
跡
資
料
展
示
室
を

併
設
す
る
春
日
小
学
校

環
八
通
り
を
渡
る
と
、
八
幡
神
社
の
裏
側

に
出
ま
す
。
通
称
若
宮
八
幡
は
、
こ
の
あ
た

り
の
村
々
の
鎮
守
様
で
、
江
戸
時
代
に
御
朱

印
８
石
を
も
ら
っ
た
由
緒
あ
る
古
社
。
鳥
居

と
石
段
の
多
さ
に
驚
か
さ
れ
る
神
社
で
す
。

八
幡
神
社
の
正

門
の
前
の
道
を
右

に
行
く
と
宮
田
橋

敷
石
供
養
塔
と
高

松
の
庚
申
塔
が
あ

り
ま
す
。
昔
こ
の

あ
た
り
は
石
神
井
川
細
流
の
湿
原
で
ひ
ど
い

ぬ
か
る
み
の
道
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
の
細
流

の
ひ
と
つ
に
架
か
っ
て
い
た
の
が
宮
田
橋
。
近

く
を
通
る
清
戸
道
は
、
練
馬
か
ら
江
戸
へ
の

近
道
と
し
て
利
用
さ
れ
て
お
り
、
文
化
４
年

(

1
8
0
7)

に
、
敷
石
を
並
べ
て
交
通
の
便
を

図
っ
た
こ
と
を
記
念
し
て
宮
田
橋
の
袂
に
立

て
ら
れ
た
の
が
こ
の
石
塔
。
並
ん
で
立
っ
て
い

る
庚
申
塔
は
、
上
練
馬
高
松
の
26
人
の
人
々

に
よ
っ
て
立
て
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

八
幡
神
社
か
ら
左
に
進
み
、
高
松
一
丁
目

春日小学校の第二校庭は区内初の自然芝

小学校内にある尾崎遺跡資料展示室
宮田橋敷石供養塔

八幡神社愛染院

練馬大根碑

車イスのままで料金が支払える高さになっている

どこに止めたらいい
のかが一目でわかる
サイン
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御
嶽
神
社
の
服
部
半
蔵
奉
納
の

仁
王
像
は
必
見
で
す

目
白
通
り
を
進
む
と
笹
目
通
り
、
富
士
街

道
が
交
差
す
る
谷
原
の
交
差
点
が
あ
り
ま

す
。
富
士
街
道
は
相
模
の
国（
現
・
神
奈
川
県
）

に
あ
る
大
山
の
阿
夫
利
神
社
へ
の
信
仰
が
盛

ん
に
な
っ
た
江
戸
時
代
の
中
ご
ろ
か
ら
多
く

の
人
た
ち
が
通
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
農

業
を
生
業
と
し
て
い
た
練
馬
の
人
た
ち
も
、

こ
の
富
士
街
道
か
ら
、
雨
乞
い
の
神
様
を
祀

る
阿
夫
利
神
社
を
目
指
し
ま
し
た
。

べ
じ
ふ
る
セ
ン
タ
ー
前
の
谷
原
一
丁
目
の

信
号
を
渡
り
、
ガ
ス
タ
ン
ク
を
左
に
見
な
が

ら
、
だ
ら
だ
ら
坂
を
上
る
と
、
富
士
街
道
に

出
ま
す
。
そ
こ
を
左
に
曲
が
り
し
ば
ら
く
す

る
と
練
馬
高
松
三
と
い
う
郵
便
局
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
信
号
を
右
に
曲
が
り
、
畑
と
住
宅

街
の
間
の
く
ね
く
ね
と
し
た
細
い
道
を
行
く

と
高
松
小
学
校
の
裏
手
の「
御
嶽
神
社
」に
出

ま
す
。
小
さ
な
神
社
の
鳥
居
脇
に
は
服
部
半

蔵
が
奉
納
し
た
仁
王
像
が
あ
り
ま
す
。
口
を

開
い
た
阿
形
と
、
口
を
結
ん
だ
吽
形
の
２
体

は
練
馬
区
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

高
さ
が
１
ｍ
ほ
ど
の
迫
力
の
あ
る
像
は
必
見
。

こ
の
仁
王
像
は
、
昔
こ
の
辺
り
に
あ
っ
た
と

い
う
高
松
寺
に
服
部
半
蔵
が
奉
納
し
た
も
の

で
、
明
治
の
初
め
に
廃
寺
と
な
っ
た
め
に
、
御

嶽
神
社
に
移
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ス
タ
ッ
フ
と

練
馬
・
高
松
で
麦
刈
り
!!

再
び
富
士
街
道
に
戻
り
高
松
駐
在
所
前
を

通
り
過
ぎ
た
２
つ
目
の
か
ど
を
右
に
曲
が
る

と
、畑
と
住
宅
が
混
在
す
る
中
に
ひ
と
き
わ

緑
の
濃
い
一
角
が
あ
り
ま
す
。こ
こ
は
練
馬
区

が
武
蔵
野
の
面
影
を
次
の
世
代
に
受
け
継
い

で
い
こ
う
と
進
め
て
い
る「
ね
り
ま
の
憩
い
の

森
」の
ひ
と
つ「
た
か
ま
つ
憩
い
の
森
」。練
馬
に

は
こ
の「
憩
い
の
森
」が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

そ
の
先
の
宮
本
食
品
の
正
門
横
に
は
、
実

際
に
使
用
さ
れ
て
い
た

練
馬
大
根
漬
物
用
大

樽
が
置
か
れ
て
い
ま

す
。
高
さ
約
2.4
m
、
直

径
約
2.6
m
の
こ
の
漬

物
用
の
大
樽
は
、
一

升
瓶
5
千
5
百
本
分
の
容
量
が
あ
る
そ
う
で

す
。
さ
す
が
、
練
馬
大
根
の
産
地
、
た
く
あ
ん

漬
け
の
ふ
る
さ
と
で
す
！

こ
こ
練
馬
に
は
「
体
験
農
園
」
と
い
う
シ

ス
テ
ム
が
あ
り
、
農
家
の
指
導
を
受
け
な
が

ら
、
年
間
20
数
種
類
の
野
菜
を
育
て
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
市
民
農
園
と
は
違

い
、
野
菜
作
り
が
そ
の
ま
ま
都
市
農
業
を
支

え
る
、
と
い
う
練
馬
発
の
ユ
ニ
ー
ク
な
仕
組

み
で
す
。

た
か
ま
つ
憩
い
の
森
の
先
に
あ
る
宮
本
フ

ァ
ー
ム
で
は
、
わ
か
み
や
公
園
の
隣
で
、
練
馬

区
が
推
進
す
る
「
練
馬
区
農
業
体
験
農
園
」

を
開
設
し
て
い
ま
す
。
宮
本
フ
ァ
ー
ム
園
主
の

宮
本
茂
昭
さ
ん
は
、「
大
空
の
下
で
大
地
を
耕

し
て
汗
を
流
し
、
自
分
の
手
で
野
菜
類
を
育

て
る
。
き
っ
と
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

新
鮮
な
感
動
に
会
え
る
と
思
い
ま
す
」。
そ

ん
な
宮
本
さ
ん
は
、
体
験
農
園
に
参
加
し
て

い
る
人
た
ち
か
ら
塾
長
と
呼
ば
れ
親
し
ま
れ

て
い
ま
す
。

練
馬
の
代
名
詞
は
大
根
で
す
が
、
も
う
ひ

と
つ
、
練
馬
で
盛
ん
に
栽
培
さ
れ
て
い
た
も
の

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
麦
。
今
で
は
ほ
と
ん

ど
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
昭
和
25
年

ご
ろ
ま
で
は
練
馬
に
は
た
く
さ
ん
の
麦
畑
が

あ
っ
た
そ
う
で
す
。

体
験
農
園
の
向
か
い
に
は
都
心
で
は
ほ
と

ん
ど
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
麦
畑
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
で
は
宮
本
さ
ん
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た

ち
を
募
り
、
麦
を
育
て
6
月
の
梅
雨
の
合
間

を
縫
っ
て
全
員
で
麦
刈
り
を
行
っ
て
い
ま
し

た
。
都
会
で
見
る
麦
刈
り
風
景
は
、
本
当
に

希
少
価
値
で
す
。
ち
な
み
に
、
日
本
初
の
ビ

ー
ル
麦
が
栽
培
さ
れ
た
の
は
こ
こ
練
馬
で
す
。

午
前
6
時
30
分
、「
チ
リ
リ
〜
ン
」
と
い
う

鐘
の
音
と
と
も
に
、
セ
リ
人
が
威
勢
の
よ
い
声

を
張
り
上
げ
、
独
特
の
抑
揚
を
つ
け
て「
は
〜

い
、
ホ
ウ
レ
ン
草
、
ホ
ウ
レ
ン
草
い
く
ら
？
い

ー
く
ら
!?
」
と
手
を
使
っ
て
値
段
を
決
め
て
い

く
セ
リ
が
始
ま
り
ま
す
。
活
気
と
緊
張
感
の

な
か
に
も
ど
こ
か
心
を
な
ご
ま
せ
る
風
景
で

す
。
朝
早
け
れ
ば
一
般
の
人
た
ち
も
買
え
る

店
も
開
い
て
い
ま
す
。

ち
な
み
に「
べ
じ
ふ
る
」と
は
、一
般
公
募
に

よ
っ
て
選
ば
れ
た
も
の
で
、「
ベ
ジ
タ
ブ
ル
」（
野

菜
）と「
フ
ル
ー
ツ
」（
果
物
）を
合
わ
せ
た
造
語

だ
そ
う
で
す
。毎
年
8
月
末
に「
べ
じ
ふ
る
セ

ン
タ
ー
」で
開
催
す
る
夏
祭
り
は
、地
域
の
人

た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

谷
原
一
丁
目
に
は
、
目
白
通
り
を
走
る
ド

ラ
イ
バ
ー
な
ら
誰
で
も
知
っ
て
い
る
と
い
う
巨

大
な
円
形
の
ガ
ス
タ
ン
ク

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
ガ
ス

タ
ン
ク
は
、
昭
和
30
年
代

に
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
を
迎
え

た
練
馬
の
都
市
基
盤
整
備

の
シ
ン
ボ
ル
と
も
い
え
る

も
の
で
す
。

憩いの森は、武蔵野の面影を残す雑木林や
屋敷林、人々の生活と深くかかわりながら長
い年月をかけて形づくられてきた森を、区民共
有の財産として次の世代に受け継いでいこう

と練馬区が推進している制度です。
この制度は、昭和50年、大泉町一丁目地内の樹林地に
自生するカタクリの樹林を守ろうということからスタートし
ました。地主の方たちの理解と協力のもと、現在は練馬
区内に51の憩いの森が開設され、それぞれの樹林の特
徴を生かしながら、安らぎと潤いのある整備が心がけられ
ています。

ねりまの
憩いの森

服部半蔵奉納の仁王像

たかまつ憩いの森

練馬大根漬物用大樽

練馬で麦刈り体験。ボランティアスタッフ集合

わ?、これがうどん用の
小麦粉になるんだ！
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参加団体訪問-8 新宿区立市谷小学校

平成17年に100周年を迎えた新宿区立市谷小学校
は、平成16年から新宿区の学校緑化推進校の指定を
受けました。これは学校と地域の人たちが一体となっ
て学校緑化を進めるというもので、市谷小学校では、
校庭や学校の外周の一部に花壇や小さなビオトープ
を作り、草花を育てています。ただ、子どもたちだけで
は季節の花の植え替えや、日々の水やりなどの維持
管理が難しかったため、スクールコーディネーターに
相談し、保護者の方々に協力してもらうことになりまし
た。ここから保護者が中心になっている「みどりのボ

ランティア」の会も発足しました。平成18年から参加するようになった、「東京
ふれあいロード・プログラム」では、子どもたちが、みどりのボランティアの皆
さんにお手伝いをしていただきながら、大久保通り沿いの花壇に四季折々
の草花を植えたり、ゴミを拾う活動をしています。道行く人に花壇がきれい
ですねと声をかけられたり、お手紙をいただいたり、まさにふれあいロード
です。草花を育てることを通して、人と人とのふれあいが生まれ、子どもたち
に優しい心、思いやる心が育っていると思っています。

新宿区立市谷小学校
高橋康夫校長

市谷小学校では、環境委員会、
飼育栽培委員会や理科係の子
どもたちが中心となって、みど
りのボランティアの皆さんの
協力のもとに草花を育てる活
動をしています。

市谷小学校では、5年生が6年生の
卒業式と新入生の入学式のために、
サクラソウを種から育てています。
入学式を終えたあとは、大久保通り
の花壇に植え替えます。

校庭で植え替えの
準備中

みどりのボランティアの会員は
現在33名。年3回の花の植えつ
けを子どもたちと一緒にするだ
けでなく、当番を決めて、水やり
作業をしています。

フェンスを学校側にセット
バックしてできた花壇

みどりのボランティアの皆さん

草花を育てることを通してふれあいが生まれ、
子どもたちに優しい心、思いやる心が育っています。

子どもたちが自然に親しみ、豊かな心を育んで欲しい…
そんな思いが「みどりのボランティア」の原動力です。

環境に対する意識は年々高まり、道路空間にもうるおいと安らぎが求められていま
す。私ども公社では、地域住民の皆様のボランティアによる快適な道路環境づくりを目
指す東京都の「東京ふれあいロード・プログラム」に協力しています。
このプログラムは、道路の清掃や植栽の手入れなどの道路美化活動を、地域住民
の力や地元自治体、企業団体と東京都が協力しあって進めていくプログラムです。現
在、この「東京ふれあいロード・プログラム」に参加してくださっている団体は57団体で
す。公社ではこのプログラムに参加する団体を支援しています。
このコーナーでは「東京ふれあいロード・プログラム」の参加団体の活動を紹介して
いきます。今号は、新宿区立市谷小学校を訪問いたしました。

新
宿
区
立
市
谷
小
学
校
は
大
久
保
通
り
に

季
節
の

草
花
を
咲
か
せ
て
、

地
域
の
人
た
ち
と
の

ふ
れ
あ
い
を
広
げ
て
い
ま
す
。

左から、みどりのボランティアの小角さん、中村さん、深澤さん、鈴木さん、的場さん

活動しやすい
日や時間を
お互いに調整
できるから

参加しやすいです

日照りが続くと
水やりも
大変です。

ふれあい
ロードプログラムは、
実際に自分たちで
花を選べるので
楽しいです！

グループで
責任をもつ
仕組みなので
個人の負担が
少ないです

「みどりのボランティア」は、平成17年に発足した、市谷小学校
の保護者と地域の方によるボランティアの会です。年3回行う、
大きな植えつけ作業を子どもたちと一緒にするほか、日々 の草
花の水やりや除草作業、ゴミ拾いなどを学校と連携をとりなが
ら、協力して行っています。会員数も初年度は19名からのスタ
ートでしたが、現在では33名となりました。活動は4カ月ごとにリ
ーダーグループを決め、その方たちが中心になって進めていま
す。また、夏休みには会員以外の保護者にも親子で水やりに参
加していただくことで、少しずつですがこの活動の輪が広がっ
ています。
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が
、
増
し
た
よ
う
に
思
う
。

さ
ん
ぽ
虫
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
。
今
、
私
達
が
こ
う
し
て
い
る
の
は
、
あ
な
た

の
お
陰
よ
。
た
ま
に
は
こ
う
褒
め
て
お
こ
う
。
さ
て
、
今
日
も
そ
ろ
そ
ろ
参
り

ま
す
か
。
あ
な
た
の
好
き
な
コ
ー
ス
を
。
ま
た
新
し
い
何
か
に
出
会
う
か
も
し

れ
な
い
か
ら
。

作詞家
阿木 燿子
あきようこ。横浜市出身。宇崎竜童と結婚後、彼の率い

るバンド『ダウン・タウン・ブギウギ・バンド』のために書

いた曲「港のヨーコ・ヨコハマ・ヨコスカ」で作詞家デビュ

ー。その後、宇崎と共に山口百恵の曲の作詞・作曲を手

掛け、山口百恵の黄金時代を支える。近年はライフワー

クとして、近松門左衛門の「曽根崎心中」とフラメンコを融

合させたステージ「FLAMENCO曽根崎心中」の公演をプ

ロデュースし、上 演を重ねている。2004年3月にはスペイ

ン・へレスにて、日本人初のフラメンコフェスティバルにも

同公演参加。昨年は「TANNKA 短歌」で初の映画監督

に挑戦。小説やエッセイ等、幅広い活動を続けている。

また赤坂の一ツ木通りでライブビストロ「ノヴェンバー・イ

レブンス1111」を経営。昨年、紫綬褒章を受章。
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私
は
体
の
中
に
、
さ
ん
ぽ
虫
を
棲
息
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
虫
は
気
ま
ま
で
、

私
が
家
事
を
し
て
い
よ
う
が
、
仕
事
を
し
て
い
よ
う
が
お
構
い
な
く
、
突
如
蠢

き
出
し
、
外
出
し
た
い
と
言
い
出
す
。

た
と
え
ば
晴
れ
た
日
の
午
前
中
。
場
所
は
キ
ッ
チ
ン
も
し
く
は
書
斎
。
包
丁

か
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
か
そ
の
時
々
だ
が
、
そ
れ
ら
を
持
つ
手
を
止
め
て
、
ふ
と
窓
の

外
を
見
れ
ば
、
明
る
い
陽
射
し
が
差
し
て
い
る
。
そ
れ
を
目
に
し
た
ら
も
う
駄

目
だ
。
さ
ん
ぽ
虫
が
黙
っ
て
は
い
な
い
。
頑
是
無
い
子
供
の
よ
う
に
、
行
こ
う
行

こ
う
、
と
駄
々
を
こ
ね
る
。

さ
ん
ぽ
虫
の
好
き
な
コ
ー
ス
は
大
体
、
決
ま
っ
て
い
る
。
私
は
東
京
の
赤
坂
と

い
う
所
に
住
ん
で
い
る
が
、
青
山
墓
地
を
抜
け
、
青
山
通
り
に
出
て
、
表
参
道

ま
で
ウ
イ
ン
ド
ウ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
し
な
が
ら
、
の
ん
び
り
歩
く
の
が
常
だ
。

そ
う
言
え
ば
、
さ
ん
ぽ
虫
の
お
陰
で
、
私
は
そ
の
後
の
人
生
観
が
大
き
く
変

わ
る
ほ
ど
の
拾
い
物
を
し
た
。
仔
猫
を
拾
っ
た
の
で
あ
る
。

十
八
年
前
の
八
月
の
深
夜
。
そ
の
夜
は
蒸
し
暑
か
っ
た
の
で
、
さ
ん
ぽ
虫
が

命
じ
る
ま
ま
、
主
人
と
二
人
で
外
に
出
た
。
青
山
通
り
も
さ
す
が
に
、
夜
に
な

る
と
歩
行
者
は
ま
ば
ら
だ
。
そ
れ
を
良
い
こ
と
に
、
私
達
は
歩
道
の
真
ん
中
を

闊
歩
し
て
い
た
。

向
か
い
か
ら
、
何
や
ら
小
さ
な
生
き
物
が
走
っ
て
く
る
。
最
初
は
、
鼠
か
な

と
思
っ
た
が
、
よ
く
見
る
と
仔
猫
だ
。
そ
の
仔
猫
は
私
達
の
前
に
来
る
と
ピ
タ

ッ
と
止
ま
り
、
さ
も
拾
っ
て
下
さ
い
と
言
わ
ん
ば
か
り
の
目
で
、
こ
ち
ら
を
見

上
げ
た
。
思
わ
ず
主
人
が
手
を
差
し
伸
べ
た
が
、
そ
れ
が
運
の
つ
き
だ
っ
た
。
そ

れ
か
ら
私
達
は
こ
の
仔
猫
に
メ
ロ
メ
ロ
に
な
り
、
召
使
い
の
よ
う
に
仕
え
る
こ
と

に
な
っ
た
。

サ
サ
ミ
と
名
付
け
た
そ
の
猫
は
、
未
だ
に
健
在
で
あ
る
。
サ
サ
ミ
を
育
て
る

過
程
で
、
私
達
は
様
々
な
こ
と
を
学
ば
せ
て
も
ら
っ
た
。
そ
の
中
で
も
と
く
に

大
き
い
の
は
、
無
償
の
愛
に
つ
い
て
多
少
な
り
と
も
目
覚
め
た
こ
と
だ
。
サ
サ
ミ

に
求
め
る
も
の
は
、
何
も
な
い
。
側
に
い
て
く
れ
る
だ
け
で
充
分
だ
。

サ
サ
ミ
を
拾
っ
て
か
ら
、
私
達
は
お
互
い
に
パ
パ
と
マ
マ
と
呼
び
合
う
よ
う
に

な
っ
た
。
あ
の
日
を
境
に
私
達
の
生
活
は
一
変
し
、
サ
サ
ミ
中
心
に
な
っ
た
。

そ
し
て
大
袈
裟
に
言
え
ば
、
生
き
と
し
生
け
る
も
の
す
べ
て
に
対
す
る
慈
し
み
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一
の
商
業
の
街
・
銀
座
の
名
門
店
は
次
々
と
接
収
さ
れ
ま
し
た
。街
で
は
英
語
や

ロ
ー
マ
字
の
看
板
が
並
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。で
も
こ
れ
は
、銀
座
に
と
っ
て
悪

い
こ
と
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。銀
座
の
国
際
化
は
こ
の
時
期
に
一
挙

に
進
み
、米
兵
の
存
在
が
に
ぎ
わ
い
を
呼
び
戻
す
き
っ
か
け
に
も
な
っ
た
か
ら
で

す
。し
か
し
、忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は
、銀
座
復
興
の
原
動
力
と
な
っ
た
の
は
銀
座

商
人
の
心
意
気
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

♪
あ
の
娘
可
愛
い
や
　
カ
ン
カ
ン
娘

♪
赤
い
ブ
ラ
ウ
ス

サ
ン
ダ
ル
は
い
て

♪
誰
を
待
つ
や
ら
　
銀
座
の
街
角

♪
時
計
な
が
め
て
　
そ
わ
そ
わ
に
や
に
や

♪
こ
れ
が
銀
座
の

カ
ン
カ
ン
娘

こ
れ
は
昭
和
の
日
本
を
代
表
す
る
流
行
歌『
銀
座
カ
ン
カ
ン
娘
』の
一
節
で
す

が
、〈
銀
座
ら
し
さ
〉が
よ
く
現
わ
れ
て
い
ま
す
。時
代
が
変
わ
っ
た
今
で
も
、銀
座

4
丁
目
界
隈
に
は
、こ
の
歌
の
よ
う
な
銀
座
、街
角
、そ
こ
に
漂
う
雰
囲
気
の
風

景
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
26
年（
1
9
5
1
）に
タ
ン
ゴ
や
シ
ャ
ン
ソ
ン
の
生
演
奏
の
聴
け
る
キ
ャ
バ
レ

ー
と
し
て
誕
生
し
た「
銀
巴
里
」は
、昭
和
29
年（
1
9
5
4
）に
は
、日
本
で
初
め

て
の
シ
ャ
ン
ソ
ン
喫
茶
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。こ
こ
か
ら
、三
輪
明
宏

（
当
時
は
丸
山
）、岸
洋
子
、戸
川
昌
子
を
始
め
と
す
る
多
く
の
シ
ャ
ン
ソ
ン
歌
手

た
ち
が
育
っ
て
い
き
ま
し
た
。そ
し
て
客
席
に
は
若
き
日
の
三
島
由
紀
夫
、吉
行

淳
之
介
、五
木
寛
之
た
ち
が
い
ま
し
た
。シ
ャ
ン
ソ
ン
の
殿
堂「
銀
巴
里
」も
、平
成

2
年（
1
9
9
0
）に
そ
の
歴
史
を
閉
じ
ま
し
た
。

銀
座
通
り
は
銀
座
の
街
を
見
守
り
な
が
ら

街
と
一
緒
に
成
長
し
て
来
ま
し
た

焼
け
野
原
と
な
っ
た
戦
後
の
銀
座
は
、日
本
の
復
興
の
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
を
映
す

鏡
の
よ
う
な
街
で
し
た
。特
に
、昭
和
39
年（
1
9
6
4
）の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
か

ら
高
度
成
長
期
に
は
、徹
底
し
た
ビ
ル
化
を
進
め
、そ
の
整
っ
た
街
並
み
に
よ
っ
て
、

世
界
に
誇
る
G
I
N
Z
A
と
な
り
ま
し
た
。そ
の
一
方
で
時
代
と
と
も
に
姿
を
消

し
た
も
の
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。銀
座
通
り
を
60
年
近
く
走
り
続
け
、昭
和

42
年（
1
9
6
7
）に
廃
止
さ
れ
た
路
面
電
車
も
そ
の
ひ
と
つ
で
す
。日
本
橋
方
面

か
ら
路
面
電
車
に
乗
っ
て
銀
座
を
訪
れ
た
人
た
ち
は
、京
橋
を
渡
り
柳
の
街
路

樹
を
目
に
し
て「
あ
あ
、銀
座
だ
！
」と
感
じ
た
よ
う
で
す
。ま
た「
昔
恋
し
い
銀

座
の
柳
」と
歌
わ
れ
た
こ
の
柳
も
、今
で
は
銀
座
通
り
か
ら
姿
を
消
し
ま
し
た
。

で
も
、銀
座
通
り
の
歩
道
に
は
、路
面
電
車
の
敷
石
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
御
影

石
が
敷
か
れ
、今
も
こ
の
銀
座
で
第
２
の
人
生
を
歩
ん
で
い
ま
す
。

常
に
、新
し
い
こ
と
を
考
え
出
し
、そ
れ
で
い
て
哀
愁
を
感
じ
さ
せ
る
銀
座
の

街
づ
く
り
が
、銀
座
を
訪
れ
る
人
た
ち
へ
の「
も
て
な
し
」の
心
で
あ
り
、銀
座
の

心
意
気
と
い
え
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。銀
座
に
は
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
て
い

こ
う
と
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。銀
座
通
り
は
、銀
座
の
復
興
期
か

ら
現
在
、そ
し
て
未
来
を
見
守
り
続
け
て
い
る
の
で
す
。
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銀
座
通
り

（
中
央
通
り
・
国
道
15
号
線
）

道
物
語
の
8
回
目
は

「
東
京
の
道
に
残
さ
れ
た
原
風
景
を
訪
ね
て
」を
テ
ー
マ
に

銀
座
通
り
を
紹
介
し
ま
す
。

4
月
4
日
は
、明
治
天
皇
が
初
め
て

銀
座
の
あ
ん
パ
ン
を
食
し
た
記
念
日
で
す

銀
座
通
り
と
呼
ば
れ
て
い
る
の
は
、銀
座
1
丁
目
か
ら
8
丁
目
ま
で
の
約
8
0

0
m
。そ
し
て
、銀
座
の
数
あ
る
通
り
の
中
で
、メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン

を
保
っ
て
い
る
が
こ
の
銀
座
通
り
で
す
。

今
も
銀
座
の
名
物
と
し
て
人
気
の
高
い
あ
ん
パ
ン
は
、木
村
屋
の
創
業
者
･
木

村
安
兵
衛
と
息
子
・
英
三
郎
が
西
洋
の
パ
ン
と
日
本
の
餡
を
組
み
合
わ
せ
て
考
案

し
た
も
の
で
す
。こ
れ
が
現
在
の
木
村
屋
總
本
店
で
、明
治
2
年（
1
8
6
9
）に

芝
日
陰
町（
現
在
の
新
橋
駅
付
近
）に
日
本
人
と
し
て
初
め
て
の
パ
ン
屋「
文
英
堂
」

と
し
て
開
業
し
ま
し
た
。「
文
英
堂
」か
ら
木
村
屋
と
名
前
を
変
え
、明
治
7
年

（
1
8
7
4
）に
こ
こ
銀
座
に
本
拠
を
移
し
ま
し
た
。あ
ん
パ
ン
は
発
売
と
同
時
に

銀
座
っ
子
の
間
で
大
ブ
レ
イ
ク
を
起
こ
し
ま
し
た
。西
洋
文
化
を
積
極
的
に
取
り

入
れ
よ
う
と
し
て
い
た
こ
の
時
代
、和
洋
折
衷
の
木
村
屋
の
あ
ん
パ
ン
は
、勝
海
舟
、

高
橋
泥
舟
と
と
も
に「
幕
末
の
三
舟
」と
称
さ
れ
、明
治
天
皇
の
侍
従
を
勤
め
て

い
た
山
岡
鉄
舟
の
心
を
つ
か
ん
だ
よ
う
で
す
。

明
治
8
年（
1
8
7
5
）、山
岡
鉄
舟
が
銀
座
の
木
村
屋
の
店
先
に
立
ち
ま
し

た
。そ
れ
は
あ
ん
パ
ン
を「
陛
下
に
召
し
上
が
っ
て
い
た
だ
こ
う
」と
い
う
申
し
出
で

し
た
。明
治
8
年
4
月
4
日
、つ
い
に
そ
の
日
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。明
治
天
皇
が

東
京
向
島
の
水
戸
藩
下
屋
敷
を
訪
問
し
た
と
き
の
お
茶
菓
子
と
し
て
、パ
ン
の
中

心
に
桜
の
花
の
塩
漬
け
を
添
え
た
あ
ん
パ
ン
が
献
上
さ
れ
ま
し
た
。後
に〈
桜
あ

ん
パ
ン
〉と
名
づ
け
ら
れ
た
こ
の
あ
ん
パ
ン
は
、今
で
も
人
気
の
一
品
と
し
て
健
在

で
す
。以
来
こ
の
店
で
は
4
月
4
日
を「
あ
ん
パ
ン
の
日
」と
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

い
ち
早
く
復
興
し
た
日
本
一
の
繁
華
街
・
銀
座

そ
こ
に
は
銀
座
っ
子
た
ち
の
心
意
気
が
あ
り
ま
し
た

老
舗
が
軒
を
並
べ
る
銀
座
。昭
和
20
年（
1
9
4
5
）、東
京
大
空
襲
の
夜
、こ
の

街
に
も
焼
夷
弾
が
降
り
注
ぎ
ま
し
た
。混
乱
の
中
、た
ま
た
ま
一
緒
に
な
っ
た
見

知
ら
ぬ
男
女
、真
知
子
と
春
樹
は
銀
座
・
数
寄
屋
橋
ま
で
た
ど
り
着
き
ま
す
。互

い
の
無
事
を
確
認
し
あ
う
2
人
は
名
を
名
乗
ら
ず
に
、生
き
て
い
た
ら
半
年
後
、

そ
れ
が
だ
め
な
ら
ま
た
そ
の
半
年
後
に
こ
の
橋
で
会
う
約
束
し
て
そ
の
ま
ま
別

れ
ま
す
。こ
れ
は
脚
本
家
・
菊
田
一
夫
の
代
表
作『
君
の
名
は
』の
話
で
す
が
、こ
の

時
代
に
は
き
っ
と
何
人
も
の
真
知
子
と
春
樹
が
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
…
…
。

昭
和
27
年（
1
9
5
2
）に
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
と
し
て
放
送
さ
れ
た
と
き
に
は
、「
番
組

が
始
ま
る
時
間
に
な
る
と
、銭
湯
の
女
湯
か
ら
人
が
消
え
る
」と
言
わ
れ
た
ほ
ど

の
人
気
ド
ラ
マ
で
し
た
。映
画
で
岸
恵
子
演
じ
る
主
人
公
・
真
知
子
の
シ
ョ
ー
ル
の

巻
き
方
が「
真
知
子
巻
き
」と
呼
ば
れ
、女
性
の
間
で
大
流
行
し
ま
し
た
。

昭
和
初
期
に
モ
ボ
・
モ
ガ
で
賑
わ
っ
た
銀
座
も
B
29
に
よ
る
空
襲
で
、中
心
街
の

4
丁
目
の
交
差
点
の
周
辺
も
焼
け
野
原
と
な
り
ま
し
た
。そ
し
て
マ
ッ
カ
ー
サ
ー

元
帥
率
い
る
連
合
軍
の
進
駐
が
始
ま
る
と
、服
部
時
計
店
、松
屋
、松
田
ビ
ル（
東

芝
ビ
ル
）、伊
東
屋
、千
疋
屋
な
ど
が
兵
士
の
日
用
品
や
飲
食
物
な
ど
を
売
る
店

P
X（
ポ
ス
ト
・
エ
ク
ス
チ
ェ
ン
ジ
）や
将
校
用
の
食
堂
や
娯
楽
施
設
と
な
り
、日
本
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浅
草
に
誕
生
し
た

日
本
初
の
映
画
館
・
電
気
館

浅
草
と
落
語
、
と
い
え
ば
、
忘
れ
ら
れ
な

い
の
が
大
林
宣
彦
監
督
の『
異
人
た
ち
と
の

夏
』（
1
9
8
8
年
）だ
。
思
い
出
す
た
び
に

懐
か
し
さ
を
か
き
た
て
ら
れ
る
映
画
だ
が
、

主
人
公（
風
間
杜
夫
）は
、
12
歳
の
と
き
に

両
親
と
死
別
し
、
い
ま
で
は
シ
ナ
リ
オ
・
ラ

イ
タ
ー
に
な
っ
て
う
つ
う
つ
と
し
た
日
々
を

送
っ
て
い
る
。

妻
と
離
婚
し
、売
れ
っ
子
で
も
な
い
彼
は
、

あ
る
日
、
な
に
げ
な
く
入
っ
た
浅
草
演
芸

ホ
ー
ル
の
寄
席
で
亡
き
父（
片
岡
鶴
太
郎
）

に
会
っ
た
・・・・
。
そ
し
て
父
だ
け
で
な
く
、

母（
秋
吉
久
美
子
）も
い
る
過
去
の
生
活
の

中
に
入
っ
て
行
き
、
い
か
に
も
下
町
っ
子
ら

し
い
両
親
の
姿
に
ふ
れ
て
元
気
を
取
り
戻

す
。昭

和
39
年（
1
9
6
4
）に
浅
草
フ
ラ
ン
ス

座
を
改
装
し
て
浅
草
演
芸
ホ
ー
ル
が
生
ま

れ
、
階
上
に
は
東
洋
館
も
作
ら
れ
て
演
芸

の
殿
堂
を
目
指
す
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
だ

が
、
こ
う
い
う
場
所
を
、
亡
き
父
親
と
息
子

の
再
会
の
場
所
に
し
て
、
亡
く
な
っ
た
と
き

の
ま
ま
の
若
々
し
い
親
と
、
す
っ
か
り
成
長

し
て
中
年
に
な
っ
た
息
子
を
再
会
さ
せ
た

の
は
人
気
脚
本
家
の
山
田
太
一
。
し
み
じ

み
と
し
た
懐
か
し
さ
が
生
ま
れ
て
、い
な
せ

な
父
親
役
を
演
じ
た
片
岡
鶴
太
郎
の
俳
優

と
し
て
の
実
力
が
高
く
評
価
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。

浅
草
と
い
え
ば
日
本
初
の
映
画
館
、
活

動
写
真
封
切
り
館
で
あ
る
電
気
館
が
誕
生

し
た
の
は
明
治
36
年（
1
9
0
3
）。
そ
の
あ

と
さ
ま
ざ
ま
な
映
画
館
、
演
芸
場
な
ど
が

出
来
て
、
あ
た
り
一
帯
は
六
区
と
呼
ば
れ
、

そ
の
頃
に
は
ま
だ
た
く
さ
ん
い
た
住
み
込

み
の
店
員
さ
ん
や
職
人
さ
ん
な
ど
が
、
盆

と
正
月
の
休
み
に
な
る
と
映
画
見
物
に
繰

り
出
し
た
の
が
こ
の
あ
た
り
だ
っ
た
。
と
い

っ
て
も
、
い
ま
で
は
電
気
館
も
千
代
田
館
、

帝
国
座
、
な
ど
も
な
く
な
り
、
R
O
X
に
変

わ
っ
て
し
ま
っ
た
が
。

多
く
の
芸
人
を
育
て
て
き
た

浅
草
六
区

六
区
を
舞
台
に
し
た
話
で
は
、
東
映
ヤ

ク
ザ
映
画
の『
関
東
テ
キ
ヤ
一
家
　
浅
草
の

代
紋
』（
1
9
7
1
年
）や『
総
長
の
首
』（
79

年
）な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
後
者
に
は
昭

和
10
年
代
の
雰
囲
気
が
よ
く
で
て
い
て
主

演
の
菅
原
文
太
も
魅
力
的
だ
。
前
者
の

「
浅
草
」は「
え
ん
こ
」と
読
む
。

も
う
１
本
、
い
ま
や
冨
司
純
子
の
名
に

変
わ
っ
て
活
躍
を
続
け
る
藤
純
子
の
か
つ
て

の
当
た
り
役
、
緋
牡
丹
の
お
竜
が
活
躍
す

る『
緋
牡
丹
博
徒
お
竜
参
上
』（
1
9
7
0
年
）

は
浅
草
六
区
に
あ
る
劇
場
の
利
権
争
い
を

描
く
。
こ
の
劇
場
は
電
気
館
の
前
に
あ
る

設
定
だ
が
、
実
在
の
劇
場
で
は
な
い
。
そ
う

い
え
ば
、
冨
司
純
子
が
出
演
し
て
い
た『
フ

ラ
ガ
ー
ル
』で
松
雪
泰
子
が
演
じ
た
ダ
ン
ス

の
先
生
は
、「
エ
イ
ト
ピ
ー
チ
ス
で
踊
っ
て
い

た
」
と
言
っ
て
い
た
よ
う
な
気
が
す
る
が
、

そ
う
す
る
と
彼
女
は
松
竹
歌
劇
団
の
一
員

で
、
昭
和
12
年（
1
9
3
7
）に
開
場
し
て
い

ま
は
も
う
な
く
な
っ
た
国
際
劇
場
で
踊
っ
て

い
た
は
ず
だ
。

浅
草
六
区
は
渥
美
清
、
ビ
ー
ト
た
け
し
、

先
ご
ろ
亡
く
な
っ
た
谷
幹
一
ら
の
コ
メ
デ
ィ

ア
ン
や
劇
作
家
の
井
上
ひ
さ
し
が
育
っ
た
と

こ
ろ
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
ん
な
中
の

一
人
、
ビ
ー
ト
た
け
し
が
原
作
を
書
い
た
の

が『
浅
草
キ
ッ
ド
の「
浅
草
キ
ッ
ド
」』（
2
0

0
2
年
）。
人
情
味
の
あ
る
コ
メ
デ
ィ
だ
。

浅
草
に
は
義
理
と
人
情
の
ヤ
ク
ザ
も
の

も
似
合
う
け
ど
、
も
っ
と
穏
や
か
な
下
町

情
緒
の
あ
る
人
情
も
の
の
ほ
う
が
よ
り
似

合
っ
て
、
し
み
じ
み
と
し
た
味
わ
い
が
生
ま

れ
て
い
る
の
が
楽
し
い
。
そ
う
い
え
ば
、
今

井
正
監
督
の『
に
っ
ぽ
ん
の
お
婆
ち
ゃ
ん
』

（
1
9
6
2
年
）は
、
昭
和
30
年
代
に
早
く
も

高
齢
化
社
会
の
到
来
を
予
感
し
て
い
た
か

の
よ
う
に
、
北
林
谷
栄
、
ミ
ヤ
コ
蝶
々
、
飯

田
蝶
子
、
浦
辺
粂
子
、
東
山
千
栄
子
、
原

泉
、
と
い
っ
た
そ
う
そ
う
た
る
ベ
テ
ラ
ン
女

優
を
集
め
て
作
ら
れ
た
が
、
こ
の
映
画
に
も

浅
草
が
出
て
き
た
。
ミ
ヤ
コ
蝶
々
と
北
林

谷
栄
が
仲
見
世
か
ら
吾
妻
橋
ま
で
歩
き
回

り
、
六
区
を
抜
け
て
国
際
劇
場
の
通
り
へ

と
歩
い
て
い
く
。
浅
草
は
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の

似
合
う
町
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
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埼玉県生まれ。映画雑誌、PR誌編集を経てフ
リーとなり、新聞、雑誌、テレビ、ラジオ等で
活躍。著書『食欲的映画生活術』、『ハリウッ
ド・スキャンダル』（共著）、『スクリーンの悪女』
（監修）、『映画とたべもの』ほか。NHKラジオ
第一「きょうも元気で！わくわくラジオ」（隔週金
曜日朝9時20分）出演。

渡辺祥子
Sachiko Watanabe
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浅
草
に
は「
ま
た
行
こ
う
！
」

と
い
う
気
に
さ
せ
る
底
力
が
あ
る

下
町
と
い
え
ば
、
真
っ
先
に
名
前
が
あ
が

る
の
が
浅
草
だ
。
昔
は
外
国
の
ス
タ
ー
が
く

る
と
下
町
情
緒
を
求
め
て
雑
誌
の
編
集
者

が
連
れ
て
行
き
、
浅
草
寺
の
大
き
な
提
灯

の
下
が
る
雷
門
前
で
記
念
撮
影
を
し
た
り

し
て
い
た
け
れ
ど
、
近
年
は
人
だ
か
り
が

多
く
な
っ
て
邪
魔
が
は
い
る
せ
い
か
あ
ま
り

し
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
夏
の
は
じ
め
の

三
社
祭
の
人
出
は
す
ご
い
し
、
墨
田
川
の

花
火
の
日
の
混
雑
ぶ
り
も
ま
た
す
ご
い
。

と
い
う
よ
う
に
一
見
、
雑
踏
と
浅
草
は
つ

き
も
の
の
よ
う
に
見
え
る
。
と
て
も
人
出

が
多
そ
う
だ
。

と
こ
ろ
が
イ
ベ
ン
ト
が
あ
る
と
き
以
外
の

日
の
夜
の
浅
草
は
、
人
影
が
消
え
て
侘
し

い
。浅
草
の
店
は
夜
の
終
わ
り
が
早
い
の
だ
。

昭
和
10
年
代
か
ら
戦
争
中
を
除
い
た
50
年

代
こ
ろ
ま
で
は
、
多
く
の
演
芸
場
や
映
画

館
が
あ
っ
て
平
日
の
夜
も
結
構
賑
わ
っ
て
い

た
そ
う
だ
け
ど
、い
ま
、
そ
ん
な
浅
草
を
想

像
す
る
の
は
難
し
い
。

そ
れ
で
も
お
富
士
さ
ん（
植
木
市
）や
、

四
万
六
千
日
の
ほ
お
ず
き
市
、
お
酉
さ
ま

の
時
期
に
な
る
と
、
こ
の
と
き
と
ば
か
り
に

賑
わ
い
を
見
せ
る
か
ら「
浅
草
へ
行
こ
う
！
」

と
い
う
気
に
な
る
。
食
べ
物
の
美
味
し
い
店

も
多
い
し
。

公
開
さ
れ
て
ま
だ
間
も
な
い
、
T
O
K
I

O
の
国
分
太
一
が
主
演
、
平
山
秀
幸
監
督

の『
し
ゃ
べ
れ
ど
も
　
し
ゃ
べ
れ
ど
も
』に
も

出
て
く
る
の
が
、
浅
草
の
ほ
お
ず
き
市
。
わ

ざ
わ
ざ
浅
草
と
こ
と
わ
る
の
は
、
雑
司
が

谷
と
か
、
入
谷
と
か
、
い
ろ
い
ろ
な
場
所
で

ほ
お
ず
き
市
を
や
っ
て
い
る
か
ら
だ
。
と
い

う
よ
り
、
ほ
お
ず
き
市
は
入
谷
の
ほ
う
が

有
名
だ
と
思
う
け
ど
。

着
る
も
の
は
頑
固
に
和
服
だ
け
。
ひ
た

む
き
に
古
典
を
追
求
し
な
が
ら
二
つ
目
で

足
踏
み
状
態
の
噺
家
・
三
つ
葉（
国
分
）が

年
代
も
性
格
も
全
然
ち
が
う
素
人
3
人
に

落
語
の「
ま
ん
じ
ゅ
う
こ
わ
い
」
を
教
え
な

が
ら
自
ら
も
成
長
し
て
い
く
、
と
い
う
の
が

ス
ト
ー
リ
ー
。
3
人
の
う
ち
の
1
人
で
、
浴

衣
が
似
合
う
な
か
な
か
の
美
女
だ
が
無
愛

想
で
口
の
き
き
方
も
知
ら
な
い
弟
子
の
十

河（
香
里
奈
）を
誘
っ
た
三
つ
葉
は
、
ほ
お
ず

き
市
に
出
か
け
、
一
鉢
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
よ
う

と
す
る
と
す
げ
な
く
断
ら
れ
て
し
ま
う
。

そ
の
あ
と
で
蕎
麦
屋（
蕎
麦
フ
ァ
ン
お
気

に
入
り
の
並
木
の
藪
だ
！
）へ
行
け
ば
、
こ

こ
で
も
彼
女
は
仏
頂
面
。
気
の
好
い
三
つ

葉
で
も
少
々
し
ら
け
て
し
ま
う
、
と
い
う
シ

ー
ン
に
あ
る
下
町
情
緒
は
、
な
か
な
か
イ

イ
感
じ
だ
。
三
つ
葉
は
一
杯
や
り
な
が
ら
、

十
河
の
前
に
は
盛
り
蕎
麦
が
置
か
れ
て
い

て
、
悪
く
な
い
雰
囲
気
、
と
思
っ
た
の
も
つ

か
の
間
、
彼
女
が
蕎
麦
を
な
か
な
か
食
べ

な
い
も
の
だ
か
ら
見
て
い
る
こ
ち
ら
は
、
の

び
て
し
ま
い
そ
う
で
気
が
気
じ
ゃ
な
く
な
っ

て
く
る
。

三
つ
葉
の
弟
子
に
は
十
河
の
ほ
か
に
、
お

喋
り
な
小
学
生
と
、
口
下
手
な
野
球
解
説

者
が
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
落
語
を
学
ん
で
ダ

メ
な
現
状
を
打
破
し
よ
う
と
努
力
を
重
ね

て
い
る
。

映
画
の
登
場
人
物
の
中
で
い
ち
ば
ん
カ
ッ

コ
良
い
の
は
、
伊
東
四
朗
演
じ
る
三
つ
葉
の

師
匠
、
今
昔
亭
小
三
文
。
伊
東
四
朗
っ
て

こ
ん
な
に
も
素
敵
だ
っ
た
っ
け
、
と
ほ
れ
ぼ

れ
見
と
れ
て
し
ま
う
ほ
ど
本
物
の
噺
家
ら

し
い
味
が
に
じ
み
出
る
。
そ
し
て
三
つ
葉
の

育
て
の
親
の
春
子（
八
千
草
薫
）お
ば
あ
ち

ゃ
ん
も
さ
ま
に
な
っ
て
い
る
。
春
子
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
は
典
型
的
な
下
町
の
女
性
で
、
お

茶
の
お
師
匠
さ
ん
、
と
い
う
設
定
も
よ
く

似
合
う
。
孫
の
三
つ
葉
よ
り
よ
ほ
ど
落
語

が
う
ま
く
て
、
彼
が
必
死
で
習
う
「
火
炎

太
鼓
」
も
、
こ
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
鼻
歌
を

歌
う
よ
う
に
喋
れ
ば
イ
イ
味
が
で
て
、
オ
ッ

と
聞
き
耳
を
た
て
て
し
ま
う
。
伊
東
四
朗

の「
火
炎
太
鼓
」の
う
ま
さ
は
当
然
だ
が
。

そ
ん
な『
し
ゃ
べ
れ
ど
も
　
し
ゃ
べ
れ
ど

も
』の
話
の
最
後
に
使
わ
れ
て
い
る
の
が
三

つ
葉
と
十
河
が
乗
る
隅
田
川
の
観
光
船
。

こ
れ
が
イ
イ
雰
囲
気
な
の
だ
が
、
べ
つ
に
下

町
情
緒
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
竹
芝
桟

橋
や
お
台
場
か
ら
隅
田
川
を
さ
か
の
ぼ
っ

て
吾
妻
橋
の
あ
た
り
を
回
る
観
光
船
は
人

気
抜
群
。
実
際
に
乗
っ
て
み
る
と
川
風
が

心
地
よ
く
て
楽
し
め
る
が
、
正
直
な
と
こ

ろ
下
町
情
緒
は
な
い
。
だ
っ
て
い
ま
や
川
の

両
岸
は
高
層
ビ
ル
に
埋
め
つ
く
さ
れ
て
い
る

の
だ
か
ら
。
い
ま
ど
き
は
浅
草
に
下
町
情

緒
ば
か
り
を
期
待
し
て
も
無
理
が
あ
る
か

も
し
れ
な
い
、
な
ん
て
言
い
た
く
な
い
け
れ

ど
、
街
の
表
情
と
い
う
の
は
ど
こ
で
も
日
々

変
わ
っ
て
い
く
も
の
だ
か
ら
仕
方
が
な
い
の

だ
ろ
う
。

映
画
の
原
作
は
本
の
雑
誌
ベ
ス
ト
10
の
１

位
に
な
っ
た
佐
藤
多
佳
子
の
小
説
。
本
の

舞
台
は
吉
祥
寺
あ
た
り
を
中
心
と
す
る
下

町
の
設
定
だ
そ
う
だ
が
、
映
画
の
舞
台
に

使
わ
れ
た
下
町
は
浅
草
。
や
は
り
、
下
町

と
い
え
ば
浅
草
よ
、
と
思
っ
た
り
す
る
の
は

私
自
身
が
長
年
東
京
の
中
で
も
台
東
区
、

文
京
区
、
千
代
田
区
の
あ
た
り
で
暮
ら
し

て
き
た
せ
い
な
の
だ
ろ
う
か
？

「
浅
草
」

今
も
下
町
の
代
名
詞
と
な
っ
て
い
る
浅
草
。

古
き
良
き
時
代
の
情
緒
を
残
す
こ
の
街
に
は
、

人
情
話
が
よ
く
似
合
う
。

『異人たちとの夏』DVD発売中
発売・販売元：松竹（株）映像商品部
4,935円（税込）
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カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
拠
点
の
拡
大

公
社
で
は
、
自
動
車
の
共
同
利
用
に
よ
り
、
交

通
量
の
削
減
等
の
環
境
負
荷
の
低
減
が
期
待
さ

れ
る
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
に
つ
い
て
、
都
心
2
地
区

（
八
重
洲
・
西
新
宿
）に
導
入
し
て
い
ま
す
。

近
年
、
環
境
に
対
す
る
意
識
向
上
に
伴
い
、ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
車
の
利
用
や
自
動
車
の
共
同
利
用
な
ど

都
内
の
自
動
車
利
用
は
変
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

公
社
は
、
14
箇
所
の
駐
車
場
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を

活
用
し
、
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
拠
点
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
を
進
め
る
事
業
者
を
7
月
に
募
集
し
、
順

次
拡
大
し
て
い
く
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
利
用
可
能

拠
点
を
格
段
に
広
げ
、
拠
点
間
の
移
動
・
公
共
交

通
機
関
と
の
連
携
等
、

利
便
性
向
上
を
図
り

ま
す
。

新
た
に
カ
ー
シ
ェ
ア
リ

ン
グ
が
導
入
さ
れ
る
駐

車
場
に
つ
い
て
は
、随
時
、

公
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

10
周
年
！
錦
糸
町
パ
ー
ク
タ
ワ
ー

皆
様
の
ご
利
用
に
支
え
ら
れ
錦
糸
町
パ
ー
ク

タ
ワ
ー
は
10
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。感
謝
を
込
め
て
10
周
年
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

平
成
19
年
7
月
10
日
か
ら
平
成
20
年
3
月
31

日
ま
で
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
、毎
週
火
曜
日

に
錦
糸
町
パ
ー
ク
タ
ワ
ー
で
駐
車
料
金
が
4
0

0
円
無
料
に
な
る
サ
ー
ビ
ス
券
を
配
布
し
ま
す
。

（
1
0
0
枚
）

ま
た
、10
周
年
記
念
事
業
と
し
て
①
快
適
で

使
い
や
す
い
駐
車
場（
ト
イ
レ
の
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
、場
内
照
明
の
照
度
ア
ッ
プ
）②
バ
リ
ア
フ
リ
ー

に
配
慮
し
た
駐
車
場（
身
障
者
ス
ペ
ー
ス
の
傾
斜

を
解
消
、エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ホ
ー
ル
の
段
差
を
解
消
）

③
環
境
に
配
慮
し
た
駐
車
場（
駐
車
場
の
壁
面

を
緑
化
）を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

今
後
と
も
錦
糸
町
パ
ー
ク
タ
ワ
ー
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

問い合わせ先　西部営業所
電話／03-5287-5151

収容台数／6台
所在地／練馬区豊玉北5-12-43
駐車料金／20分毎100円（8時～22時）

60分毎100円（22時～8時）

錦糸町パークタワー
所在地／墨田区江東橋3-5-16
収容台数／ 289台
駐車料金／ 15分毎100円（8時～23時）

30分毎100円（23時～8時）
当日最大1,500円（平日･祝日） 2,400円（土･日）

平成19年6月21日に
豊玉北五丁目駐車場
オープンしました。

問い合わせ先　東部営業所　
電話／03-5638-3760
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N
ew

s

平
成
18
年
度
　
駐
車
場
に
関
す
る

提
案
公
募
型
研
究
の
成
果
概
要

公
社
で
は
、都
内
の
駐
車
に
お
け
る
将
来
課

題
に
対
し
、効
率
か
つ
実
践
的
な
対
応
を
進
め

る
た
め
、平
成
18
年
度
に
駐
車
場
に
関
す
る
提

案
公
募
型
研
究
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
度
、平
成
18
年
度
研
究
テ
ー
マ
の
成
果
が

ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

公
社
で
は
、こ
れ
ら
の
研
究
に
よ
り
得
ら
れ

た
成
果
を
、今
後
の
駐
車
場
施
策
に
役
立
て
て

い
く
予
定
で
す
。

公社は、東京都と地域住民等が共同で行う「東京ふれ
あいロード・プログラム」に協力しています。
昨年度から、新たに公社独自で、都道における美しい

みちづくりや安全・安心に貢献することを目的として、道路
環境改善の促進に関する地域の自主的活動を応援する
ため、活動費を助成しています。
今年度も、地域の自主的活動である「みんなのやさし

いみちづくり活動」を、下記のとおり募集し助成します。

■平成18年度選定テーマ

研究テーマ名

路上駐車取り締まりの民間委託導入前後における
路上駐車実態に関する研究

ユニバーサルデザインからみた駐車場の
利用者評価に関する研究

道路空間を活用した適切な荷捌き・自動二輪車管理

交通シミュレーションにおける
駐車行動と需要設定に関する研究

研究組織名

日本大学

首都大学東京

株式会社交通総合研究所

埼玉大学

■助成の対象となる活動
都道に関する次の（1）から（4）のジャンルに該当する活動を募集します。
（1）環境・緑化活動
（例）新たな花壇づくり、清掃活動（ガムの一掃作戦）等

（2）安全・安心町づくり活動
（例）車いす対応トイレマップ、「こども110番の家」マップの作成等

（3）愛護・啓発活動
（例）都道や橋の歴史を勉強するイベント、ウォークラリーの開催等

（4）その他、道路環境改善に関する活動
（例）ワークショップやシンポジウムの開催、ボランティア団体の立ち上げ等

■活動費及び件数
1事業あたり上限50万円で4団体程度
なお、この活動支援は一時的に必要な経費に対して行います。
（例）花壇の設置費用、マップの印刷費用、イベントの開催経費等

■募集対象
都内の自治会、町内会、商店会、学校、企業、NPO法人、ボランティア
団体、または、新たにボランティア団体を立ち上げようとするグループ等

■活動期間
都内の助成団体決定の日から平成20年2月末日まで

■応募手続き
「募集案内」をお読みの上、所定の「申請書類」で平成19年8月27日
（月）までに下記提出先へ郵送またはご持参ください。(必着)
また、「募集案内」及び「申請書類」は公社ホームページ
（http://www.tmpc.or.jp/contents/koubo/josei.html）、公社窓口及び
東京ボランティア・市民活動センターで入手できます。

■選考方法・発表
公社内選定委員会において、審査・選考し、平成19年9月下旬に申
請者に対し文書で結果を通知します。

■助成対象事業
（1）駐車場の緑化
駐車場の敷地内に1mあたり3本以上、高さ0.5m以上の生垣（中低木）に
適した樹木を植栽し、植栽にかかる経費駐車場の敷地内に200m2あたり
植栽時の樹高2.5m以上の独立木(中高木)を植栽した経費

（2）遮熱性舗装、保水性舗装
遮熱性舗装、保水性舗装によるヒートアイランド対策としての舗装にかかる経費

■助成対象者
駐車場事業者等。（区及び外郭団体を含む）

■助成金額
助成対象経費の2分の1以内、1駐車場上限200万円

■助成対象地域
23区内で緑化等環境に配慮した駐車場整
備を推進する地域等

■参考
公社では、環境、都市景観に配慮したグリ
ーンパーク六本木駐車場を設置しています。

問い合わせ先及び申請書の提出先
（財）東京都道路整備保全公社　総務部　公益事業課
〒163-0935 東京都新宿区西新宿2-3-1 モノリスビル26F

電話／03-5381-3365

問い合わせ先
（財）東京都道路整備保全公社　総務部　公益事業課　

電話／03-5381-3365

公社では、23区内の緑化等環境に配慮した駐車場整備に
対して、工事費の一部を助成する仕組みを新たに開始します。
都内においては緑地が減少し、うるおいのある都市景観

の再生が重要な課題になっているとともに、舗装路面等の太
陽熱の蓄熱がヒートアイランド現象の要因の一つと考えられ
大きな問題になっています。
当公社では、駐車場整備基金の果実を活用して、比較的

広い面積を有する駐車場において緑化やヒートアイランド対策
等の推進に配慮した駐車場整備に対し積極的に支援します。

※研究成果概要については公社ホームページからPDF形式でダウンロードできます。
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「ドライブシミュレーター」
リアルに再現された東京の街をドライブ！

「RUSH HOUR（ラッシュアワー）」
たくさんのクルマをかわして、一秒でも早く目
的地へ行こう！人気のパズルゲームです。

「ラジコンパーキングジムカーナ大会」
ラジコンを自由自在に操り、駐車場にクル
マを停めてみよう！

楽しい
アトラクションが
いっぱい！

「ポップンドライブ」
夢のクルマに乗って、ナビゲートキャラクタ
ーと会話しながら楽しくドライブしよう！

「おもちゃのまち」ジオラマ展
おもちゃのまちを、山手線や新幹線、クルマが駆け巡る！
会場内に3メートルを超える大ジオラマが出現。

※開催内容は予告なく変更になることがござ
います。予めご了承ください。

Even
s

Ｔ
Ｒ「
道
の
日
」テ
ー
マ
パ
ー
ク
開
催
！

公
社
で
は
、8
月
10
日
の「
道
の
日
」を
記
念
し

て
開
催
さ
れ
る
行
事
に
お
い
て
、《T
R「
道
の
日
」

テ
ー
マ
パ
ー
ク
》を
開
催
し
ま
す
。ぜ
ひ
、お
出
か

け
く
だ
さ
い
。

新
宿
駅
西
口
広
場

イ
ベ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー
で
夏
祭
り
開
催
！

お
得
な
ク
ー
ポ
ン
券
で
楽
し
も
う
！

公
社
で
は
、8
月
13
日（
月
）〜
15
日（
水
）ま

で
、新
宿
駅
西
口
広
場
イ
ベ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー
に
お

い
て
、恒
例
と
な
っ
た「
夏
祭
り
」を
開
催
し
ま
す
。

今
で
は
な
か
な
か
体
験
す
る
こ
と
が
出
来
な
く

な
っ
た
縁
日
を
再
現
し
て
い
ま
す
。す
べ
て
1
回

1
0
0
円
で
楽
し
い
夏
祭
り
に
参
加
で
き
ま
す
。

本
誌
19
ペ
ー
ジ
の
ク
ー
ポ
ン
券
を
当
日
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

■開催日時／平成19年8月9日（木）～11日（土）
午前10時～18時まで
（最終日は15時まで）

■開催会場／新宿駅西口広場イベントコーナー
（JR新宿駅西口、小田急電鉄・京王
線・東京メトロ各線新宿駅改札から
徒歩１分）

■入場料／無料

■開催日時／平成19年8月13日（月）～15日（水）
11時～19時

■開催会場／新宿駅西口広場イベントコーナー
ＪＲ新宿駅西口、小田急電鉄・京王
線・東京メトロ各線新宿駅改札から
徒歩１分）

■主催／（財）東京都道路整備保全公社

■共催／新宿区、新宿西口振興会

■協力／（財）新宿文化・国際交流財団、
西新宿一丁目会、巣鴨太鼓組（鼓友）

■入場料／無料
本イベントの収益は、地域環境改善のため、新宿
駅西口の清掃活動等に役立てます。
詳細は、公社ホームページをご覧ください。
http://www.tmpc.or.jp/contents/event/

重要文化財・勝鬨橋
「学生・技術者向けツアー」＆
「橋脚内見学ツアー」実施中

［学生・技術者向けツアー］

■ツアー内容
勝鬨橋や隅田川橋梁群などをテーマにし
た、学習・研修目的の学生・技術者向けツア
ーです。開催回数は月1～2回程度。開催日は
火・金・土曜日。参加人数は1回10～15名程
度（団体で申込み）。参加費用は無料。
※事前にご連絡ください。

■問い合わせ先
（財）東京都道路整備保全公社　公益事業課　
電話／03-5381-3380
かちどき　橋の資料館　　電話／03-3543-5672

［橋脚内見学ツアー］

■ツアー内容
橋脚内の開閉装置を説明者と一緒に見学。
毎週木曜日（祝日を除く）1日4回実施（10時、
11時、13時30分、14時30分）。参加人数は各
回5名程度。参加費用は無料。
※悪天候の場合は中止する場合があります。

■申込み方法
往復はがきに①住所②氏名③年齢④電話番
号⑤見学希望日時（第5希望まで・午前、午
後、全日可）⑥参加人数（1通5名様まで）を記
入して下記宛先までお申込みください。

■申込先
〒163-0935 新宿区西新宿2-3-1新宿モノリス26階
（財）東京都道路整備保全公社
「かちどき　橋の資料館」 予約係

「道の日」をご存知ですか？
道路は国民生活に欠くことのできない基本的な社

会資本。でもあまりに身近な存在のため、その重要性

が見過ごされがちです。そこで、道路の意義・重要性

に対する国民の関心と道路愛護の精神を高めるた

め、国土交通省が昭和61年に、８月10日を「道の日」と

制定しました。大正９年８月10日に、日本で最初の道路

整備の長期計画である第１次道路改良計画が実施

されたことや、「道路ふれあい月間（８月１日～３１日）」

の期間中ということから、８月１０日になりました。
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頭の柔軟体操で
気分転換してみませんか？

パズル制作

角田美里（つのだみさと／パズル作家）

15歳でパズル作家デビュー。現在、新聞、雑誌の
連載やテレビ番組・映画に関する作品等、多数の
パズルを制作する人気パズル作家。また、パズル
作成講座の講師やイベント等、多岐にわたる多彩
な活動をしている。単行本に『夢をかなえるしあわ
せクロスワードパズル』（ゴマブックス）『あそびの
たからばこ わくわくクロスワード王国』など多数。
http://www.geocities.jp/misatopuzzle

応募方法

★タテ・ヨコのカギを解いてパズルを完成させてください。
A～Eの文字を順番に並べてできた言葉が答えです。

クロスワードパズルの答えを、添付のプレゼント応募はがきの答え欄にご記入の上、ご希望のプレゼント商品

名をお書きになり、50円切手を貼ってご応募ください。正解者の中からご希望のプレゼントを抽選いたします。

当選者の発表はプレゼント商品の発送をもってかえさせていただきます。尚、パソコンや携帯からもご応募で

きます。詳しくは、P22に掲載のプレゼント応募方法をご覧ください。

答えは、TR-mag.9号にて発表

締切／2007年9月30日（締切当日消印有効）

※ご応募はお一人様一通一口とさせていただきます。

※応募者の個人情報は、当選者への発送、お問い合わせに必要な範囲内で利用し、同意なく第三者への提供は行いません。

DE

C

BA
1  2   3 4 

    5

6 7 

8    9 10

11   12  

 13     14

15     16

クロスワードパズル②の答え

答えは「エスパーク」でした。

1

2

3

5

7

9

12

13
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16

1

4
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8

10

11

13

14

16

17

18

盆踊りや花火大会、縁日のそぞろ歩きにも着たいですね

夏休みにも登校日があるのかな？

「○○の細道」は松尾芭蕉の俳諧紀行

夏祭り、御輿を担ぐ掛け声です

ターミナル駅で新しく綺麗になったところが多いですね

お父さん同士が兄弟ならその子供同士はどんな関係？

時勢のなりゆき。改革の○○○が高まります

リレーでバトンを手から手へ受け継ぎます

雑炊のことですね

カーナビがあっても車に用意しておきたいもの

のり巻きに使うカンピョウは、この実から取れます

道路のない渓流に沿って登山する○○登り

自分専用の書斎と○○○があればなぁ・・

どーんどーんとんとんとんと叩きます

○○○の人は運転免許証に「眼鏡等」と記載されています

トウモロコシの別称ですね

茹でたら真っ赤、足は８本

しっとりした趣きや情味のことをいいます

中国生まれの小型犬、顔が平たくしゃくれています

マスカルポーネ、モッツァレラ、リコッタといえば何の
名前でしょうか？

クールビズでネクタイなし、ポロ○○○の人もいます

タテのカギ

ヨコのカギ
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都内の駐車場を快適にご利

用いただくために編集した

『東京駐車場マップ2006年

版』とライダーのための『都

内 オートバイ駐 車 場

MAP2007年版』です。ま

た、公社で開催する

様々なイベントで大人

気のノベルティー『特注

トミカs-park都営バ

ス』もプレミアムアイ

テムとして人気です。

木村屋總本店の「桜あんぱん」は、明治8年4月4日に明治天皇に献上されました。

米と麹を熟成させた酒種酵母菌を使って独自の製法で醗酵させた生地に、厳選

された餡を包み、へそに桜の塩漬けをのせたもの。今でも銀座の名物として親

しまれています。
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次号は2007年11月1日発行予定です。

この冊子は、東京都道路整備保全公社の駐車場事業収益等をもとに制作しています。

発行日／平成19年8月1日
発行元／財団法人東京都道路整備保全公社
住　所／〒163-0935東京都新宿区西新宿2-3-1 新宿モノリス26階

TEL.03-5381-3361 FAX.03-5381-3355
公社ホームページ　http://www.tmpc.or.jp

企画制作・編集・デザイン／株式会社京王エージェンシー

Present for youマークのついたプレゼントをご希望の方は、専用応
募ハガキに、P21のクロスワードパズルの答えをご記入の上、ご応募

ください。また、下記のプレゼント応募アドレス、QRコードにアクセスし、
ご応募もできます。尚、プレゼント商品の色、柄、デザイン等は写真と異なる
場合がございますので、あらかじめご了承ください。
●応募締切／2007年9月30日（日）（専用応募ハガキによるご応募の場合
は、締切当日消印有効）

●お一人様一口のみ有効です。

※発表は発送をもってかえさせていただきます。
※応募者の個人情報は、当選者への発送、お問い合わせに必要
な範囲内で利用し、同意なく第三者への提供は行いません。

QRコード
携帯電話から簡単アクセス！

●パソコンからも携帯からも

http://www.tmpc.or.jp/present
プレゼント応募ページより
ご意見・ご感想もお寄せください。

※掲載データは2007年7月20日現在のものです。

今号の「さんぽのじかん」にご登場いただきました、阿木燿子さんがライフワーク

としてプロデュースしている「FLAMENCO曽根崎心中」が、今話題となっていま

す。この作品は歌舞伎、文楽の演

目として有名な近松門左衛門の傑

作をフラメンコ作品にしたもので、

2001年に初演。日本語によるカン

テ(唄)とダンサーが織り成す情熱あ

ふれるステージは、非常に高い評

価を得て、その年の文化庁芸術祭

舞踊部門優秀賞を受賞しました。

今号の「シネマの中の東京」で紹介し

た『しゃべれども しゃべれども』の原

作。三度のメシより落語が好きで、噺

家になった。三つ葉が話し方教室を

開く。そこに、いじめにあった小学生

や赤面症の野球解説者までが通って

来るというお話。読み終えた人がいい

人になる確率100%の本。

明治天皇に献上された
木村屋總本店の「あんぱん」

阿木燿子さんがプロデュー
スする「FLAMENCO曽根
崎心中」のDVDを3名様に
プレゼント。詳細は応募方
法をご確認ください。

思わずグッときて、胸がキュンとする
『しゃべれども しゃべれども』
佐藤多佳子著

100名q
100名e

100名w

公社オリジナルの
最新版東京駐車場マップ

東京都道路整備保全公社のオ
リジナルグッズ（qweのいず
れか1点)をプレゼント。詳細は
応募方法をご確認ください。

佐藤多佳子著（新潮文庫）
『しゃべれども しゃべれ
ども』を5名様にプレゼント。
詳細は応募方法をご確認
ください。

阿木燿子さんプロデュースの
DVD「FLAMENCO曽根崎心中」

銀座名物・木村屋總本店
の「桜あんぱん・小倉あん
ぱん」セットを5名様にプ
レゼント。詳細は応募方
法をご確認ください。
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